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題目：水素化したマンガン酸化物を利用した海洋リチウム資源開発 

-核融合の時代に向かって- 

 

講演者：古屋仲 秀樹（生存圏学際萌芽研究センター） 

 

＜研究の背景＞ 

 現在、国際的な共同研究によって開発が進められているトカマク型核融合炉

では、重水素と三重水素のＤ̶Ｔ反応による核融合を実用化しようとしている。

燃料の内、重水素は天然の水素原子６７００個に１個の割合で存在しているこ

とから、海水にその資源を求めることができる。ところが、三重水素について

は天然の水素原子１×１０１８個に１個と存在割合が大変低く、また半減期１２．

５年の放射性元素でもあるため、将来の核融合発電計画の実現・維持のために

充分な量が地球上に存在しない。このため、核融合炉のプラズマ炉心を、リチ

ウム,６Li を含んだブランケットで取り囲み中性子を照射することで、６Li から

三重水素を人工的に生産する必要がある。ところが、天然の 6Li の同位体存在比

は 7.29~7.42％であり、7Li の 92.58~92.71％に比べて大変低い。このため、

核融合燃料である 6Li の備蓄のためには大量のリチウムを確保する必要がある。

現在、リチウム資源は主として南米の塩湖から採取されているが、世界で使用

される核融合燃料としては充分な資源量ではない。このため、海水中の濃度 0.1

ｐｐｍのリチウムイオンを効率的に採取する手法が検討されている。 

＜本講演の概要＞ 

 本講演では、水素化したマンガン酸化物の物性と化学的特性を利用した海洋

リチウム資源開発について話題提供する。マンガン酸化物は、その結晶構造に

おいてマンガン原子を中心に 6 つの酸素原子が配位して形成する 8 面体がユニ

ットとなり、それらのユニットがいろいろな配列で積み重なることによって、

アルファ、ベーター、ガンマ、イプシロン、アール、ラムダなど、種々の結晶

構造を構築する。大変興味深いことに、これらのマンガン酸化物は結晶構造に

よってそれぞれ異なった物理・化学的特性を有している。特に、アールとラム

ダ型の結晶構造をもつマンガン酸化物は、酸処理などの化学処理のみで容易に

水素化するが、このうちアール型は水素化すると水中の亜ヒ酸錯体［1,2］や塩
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化金錯体[3]に対して高い選択的な吸着性を示す。一方、ラムダ型のマンガン酸

化物は水素化するとリチウムイオン[4-6]に対して強い選択的な吸着性を示し、

前述の亜ヒ素錯体や塩化金錯体には吸着性を示さない。これら水素化したマン

ガン酸化物の特性を研究するためには、結晶内のプロトン（水素イオン）の挙

動解析が学術的には重要であり、現在も主要な研究課題として中性子を使った

解析などが精力的に取り組まれている。一方で、これらの優れた機能性を利用

する工業的な応用展開も検討されている。今回の講演では、水素化したラムダ

型の酸化マンガンのナノパウダーに関する合成法と特性を解説し、さらに最終

的に、どのようにしてこのナノ材料を海水中のリチウム資源を採取する技術に

結びつけたかを豊富な実験結果の図表と写真を用いて論説する。 
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